
    

  Modul 0 in Gotenba Japan  

 

Modul limitiert für15 Personen (Hufschmiede und Tierärzte) 

一日の定員は 15 人まで(獣医師、装蹄師のみ) 

5 人までは獣医学生も参加可 

 

Dauer（講座時間）: 
1 Tag, 08.00 bis ca.17.30  

1 日 午前 8 時〜午後 17:30(目安) 

 

Datum / Ort (場所と時間): 

29.11.2025 + 30.11.2025 

2025 年 11 月 29 日(土),2025 年 11 月 30 日(日) 

Gotenba, Japan 

御殿場市馬術競技場 静岡県御殿場市仁杉 1415-1  

  

Themen:(テーマ) 

−      Hufe zeichnen 蹄のスケッチと測定 

−      Ganganalyse 歩様測定(機械を用いて) 

−      Röntgentechnik (蹄のレントゲン撮影法) 

−      Hufwinkel (蹄角度) 

−      Huflänge(蹄の長さ) 

−      Hufgleichgewicht(蹄のバランス) 

−      Abrollpunkt(ブレイクオーバーポイント) 

−      Palmarer/plantarer Winkel(掌側/背側 角度) 

−      Beschlagsplan(装蹄プランの作成) 

  

 



Programm:(プログラム) 

08:00 - 12:00 Theorie, Praktik an Polyurethanbeinen, Diskussion 

8:00-12:00               座学、ポリウレタン肢での説明、質疑応答 

13:30 - 17:30 Demo, Diskussion 

13:30-17:30            装蹄デモンストレーション、質疑応答 

 

Kosten:(受講費用) 

1000.- € inklusive Dokumente und Mittagessen 

1000 ユーロ 講義資料、昼飯込み 

 

1000 ユーロをユーロで現⾦に替えて当⽇お持ち下さい。 

獣医学⽣ 800€ 

 

お申し込み先：https://business.form-mailer.jp/fms/fb2eed41308659 

  

こちらのフォームよりお申し込み下さい。 

 

講師プロフィール： Stefan Wehrli  

スイス Heldswil に 1997 年から装蹄所を構え、鋭い観察眼と⾺
に対する理解は世界中から評価され国内外からトップホース
達が訪れている。 

Stefan は 5 歳の頃から「装蹄師になりたい」という夢 を持
ち、その思いを決して失うことはなかった。 

Theodor Bühler ⽒のもとで修⾏を積み、その後は軍隊の⾺の装
蹄師を務めた。 

その後、Hans Schäfer ⽒に弟⼦⼊りし、1995 年に独⽴、1997 年に現在の Heldswil に
⾃らの装蹄所を開設 。 

様々なコースやワークショップで継続的に研鑽を積む中で、特に ⽶国の獣医師兼蹄
鉄⼯ Dr. Ric Redden のもとを⻑年にわたり訪問。彼から最も多くを学んだと語ってい
る。さらに、⽶国の Dr. ScoZ Morrison や オランダの Rob Renirie のもとでも研修を受
け、国際的な視野を広げてきた。 



 

できるだけ多くの情報を観察によって収集し、⾺にとって最適な解決策を導き出す
ことを⼼がけている。 

レントゲン画像からアプローチする stefan の装蹄は⾼く評価され、彼は蹄に問題の
ある症例のスペシャリストとして国際的にも名を知られる存在となりました。 

 

彼の顧客リストは、まさに国際的な⾺術界のトップ選⼿たちで埋め尽くされてい
る。 

現在、Stefan の事業は以下の 3 つを中⼼に展開されている。 

1. 装蹄 

トップレベル競技⾺の装蹄 

主に障害⾺が中⼼で、オリンピック、世界選⼿権、ヨーロッパ選⼿権に出場する⾺
をサポートしている。 

⾺場⾺や国際レベルの競⾛⾺も対象。 

治療装蹄（Therapiebeschlag） 

蹄や四肢の問題を抱える⾺の装蹄療法に対応。 

ヨーロッパ各地の著名な獣医師と連携し、鍛冶場には⼊院可能なゲストボックスも
完備。 

例：蹄葉炎、蹄壁裂、腱・関節トラブルなど 

専⾨家との連携と充実した施設により、最適な治療⽅法を提供している。 

2. 教育・研修 

⾃⾝の知識と経験を共有するため、2010 年から研修コースを開催。 

2019 年には、Dr. Chris\an Struchen、Julien Houser と共に 

Wehrli Equine Podiatry Academy（WEPA） を設⽴しました。 

学習プログラムは 2 年間 モジュール 0〜モジュール 7 を 

年 3 回、それぞれ 2 ⽇間開催。 

⾺に関わる⼀般の⼈も参加できる公開講座（Public Evening）を併設 

さらに、国際学会でも世界的な講師として講演を⾏っている。 

3. 製品開発 

「より良い解決策を追求する」という信念から、 



Stefan は独⾃の製品開発にも取り組んでいる。 

代表的な製品群： 

WTS Light 

WTS Solid 

WTS Race 

WTS So` Heel 

WTS Therapeu\c 

WTS Flex Heel 

WTS Revolu\on 

など 

※ WTS = Wehrli Trac\on Shoe 

また、Dr. Ric Redden の NANRIC 製品も正規販売。 

製品は、専⾨的なアドバイスを伴い獣医師や装蹄師のみに販売される。 

正しい使⽤法を徹底することが、Stefan にとって最も重要な使命のひとつである。 

 

佐藤俊介：通訳、獣医師 

ドイツ語 B2 、WEPA 認定獣医師 

平澤康治：アシスタント装蹄師 

WEPA 認定装蹄師 

 

オーガナイザー：佐藤俊介、EQUILENGE 運営 

 

Sponsor: EQUILENGE  

 

スポンサーは随時募集しております。 

 

お問い合わせ先 

info@equilenge.com 

 

 


